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進化はここから生まれる。
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激動する時代、メーカーはどのようにこの変化に挑み、取り組んでいるのか。

コマツの製品をお使いのユーザーの方々をレポートしてご紹介いたします。

今回は、2006年にも同取材をさせて頂いた、創業以来長年にわたり電気配

線器具製造を手掛けユーザーから高い評価を得られている、福島県須賀川市

の株式会社福島明工社様を再び訪ね、お話をお伺いしました。

川村 龍俊  代表取締役社長
　弊社は、1969（昭和44）年、更なる配線器
具製造の強化のため、株式会社明工社の子
会社として、当時企業誘致のあった福島県
須賀川市（旧岩瀬村）に設立しました。
　創業当初は組立ラインだけでしたが、ほ
どなくして、成形・プレス・生産技術・金
型・品質管理の部門を整え、現在では材料
の購入から製品の出荷まで一貫して行って
おります。
　2007年2月に（株）福島明工社の社長を拝
命してから今日に至るまで、私が最も力を
入れてきたことを一言で言うなら、「社員教
育」に尽きます。　
　私が社長に着任した際、小藤常務が既に
「このような工場にしたい」という明確な
ビジョンを持たれていて、その目標が達成
された場合の効果はとても共感できるもの
でした。そこで、私がすべきことはすべて
の社員にも同じ思いを自ら抱いてもらうに
は、どうすればよいかという、感情の動機
付けを行うことだと思ったのです。

株式会社 福島明工社

前回お伺いさせて頂いた（2006年）翌年、
社長にご就任され、どのようなことに力
を注いでこられたのでしょうか。

　当初、自分が手掛けている部品は誰が何
のために使うものなのか、知らずに作業を
行っている者が多々おりましたが、それで
は会社や仕事に対する情熱も湧いてきませ
ん。そこで、商材と顧客を知る教育や他部
署の仕事や技術を学ぶ研修、部課を横断す
る問題抽出会議等、職制ごと・部署ごと・
部署横断・プロジェクト・個人別と、多様
な切り口での勉強会を開催し、現在も継続
しています。その甲斐あって、若手社員は
大きく成長し、自ら進んで勉強するように
なり、知識において先輩を凌駕する者も現
われました。そして私の着任３年後、つい
に社員自ら「５Ｓ活動」を行いたいという
声が上がり、各部署の一番若い人達がリー
ダーとなって、積極的な５Ｓ活動を行うよ
うになりました。こうした社内の気運と高
まりをバネに、今後は協力会社の方々とも
一緒に勉強していこうと考えております。

「モノづくりにおける品質は

　社員の技術と気持ちに比例する。」
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進化はここから生まれる。

自由な発想と豊かな創造力を発揮し、最良の品質とサービス

を追求。工場では徹底した品質管理と原価低減意識を持ち

社員一丸となって仕事に取り組んでいる。さらに顧客の信頼

に応えるための積極的な技術革新も推進している。

　数年前までの不況、そして東日本大震災
　と大変な状況を乗り越えられてこられま
　したが。

　数年前のリーマンショックを発端とした
不況時では、弊社も大変辛い時期を体験し
ましたが、私は「会社が世の中のどこかで
必要とされているならば、その会社を成り
立たせているのは社員である」という信念
のもと、リストラは絶対しないと公言し、
全社員で共に辛さを分かち合いました。
　生産調整は余儀なくされましたが、それ
によって余った時間を全て、５Ｓ活動や各
部署のマニュアル作りをはじめとした様々
な「教育」に充てました。

小藤  清常務取締役
生産部 プレス課

小林  孝夫課長

　そして「企業は人なり」と言えど、本当
に人なしでは企業は成り立たないことを教
えてくれたのが、一昨年の大震災でした。
　全壊・半壊した自宅から出勤し、生産設
備の復旧に懸命に協力してくれたすべての
社員には、いくら感謝しても感謝しきれま
せん。
　お客様・お取引先様からもご支援をいた
だき、震災後まもなく出荷を開始、二週間
後には生産を再開することができました。
幸い一人の怪我人も大破した機械装置もな
く、ここ数年５Ｓ運動を徹底して行ってい
たことが功を奏し、８月に土地建物の修復
補強工事がすべて終了してからは、震災前
よりさらに整頓され、パワーアップした生
産体制ができあがりました。
　弊社が製造販売する配線器具はインフラ
装置です。震災復興には途方もなく膨大な
工事が必至です。被災者の皆様のためにも
フル稼働の残業を重ね、対応させていただ
きました。

若手社員が中心となり、徹底した５Ｓ活動が行われている。
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コマツ新型サーボプレスH1F110-2 
振子モーションを活用し、高効率な生産を行っている。
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　弊社では、後工程である「洗浄」の工程
をなくすために速乾性の潤滑油を使用して
加工する製品があります。速乾性の油は、
成形スピードが速いと油切れを起こしやす
く扱いが難しいとされていますが、真鍮H
材に匹敵する硬さを持ち、バネ質もある銅
合金0.8mmの板厚に対し、1.0mmの突き出
しを行う加工や、形状維持が難しいリン青
銅での間隔を空けた曲げ加工といった加工
も、従来型H1Fのフリーモーションを駆使
して問題なく行うことができました。しか
し、これらの製品は生産量が多く、もっと
生産スピードを上げる必要がありました。
　そんな中、「振子モーション」機能を備え
た新型サーボプレスH1F110-2が発売され
ると聞き、すぐに導入を決めました。
（※「振り子モーション」とは、メインギ
ヤが正逆転を繰り返し、1 回転しないモー
ションのこと。スライドは下死点を中心に

この度、コマツの新製品サーボプレス
H1F110-2をご導入頂きました経緯を
お聞かせください。

生産部 プレス課

添田  祐樹氏

行ったり来たりするが上死点までは上がら
ないためストロークが短く、正転時も逆転
時も加工できるので、生産速度が向上する。）
　「振子モーション」を活用することで、
成形精度を維持しつつ生産スピードが向上
し、さらにフリーモーション機能により周
辺機器とのタイミングを見ながらモーショ
ンの設定できるため効率の良い生産を行っ
ております。

バネ質の素材に対し、間隔を空けた曲げ加工を行う難加工

0.8mmの板厚に対し、1.0mmの突き出しを行っている。



　今後の展望をお聞かせください。

　弊社では、付加価値を生む、組立・成形
・プレスの３部門を直接部門、それを支援
する生産技術・金型・品質管理を間接部門
としています。
　この直接部門で製造した製品が、品質・
コスト・納期において日本一となることを
目標とし、日々その実現を目指しています。
配線部品の品質需要において、スプリング
バックをいかに回避するかが最大の課題で
すが、サーボプレスを有効活用すれば恐ら
く品質においての日本一は実現できると思
っています。
　弊社は多くの種類の部品を手掛けている
ため、高い精度が求められる製品もあれば、
あまり精度を必要としない単純な加工もあ
ります。また、ロングストロークを必要と
する製品もあれば、短いストロークで加工
できるものもあります。
　新型サーボプレスH1F110-2ならば、1台
で様々な種類の加工を速く、高い精度で行
えるので、保有機械台数が絞り込むことが
でき、高精度・高効率・低コストの実現を
目指す我々がまさに要求していた機械だと
言えます。

■お問い合わせは
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　このような理想的な設備を備えた我々が
強化すべきことは「標準化」です。その標
準化を実現させるためのベースとなるのも
のこそが「５Ｓ」なのです。
　５Ｓによって現場環境の無駄・ムラを取
り除き、標準化を確立させる。現場の段取
り変えにしても作業にしても全てを標準化
しないと改善は進みません。
　標準化の定義は、誰がやっても決められ
た数量で、決められた品質の製品が繰り返
し継続して生産できる状態です。
　それを目指し、今後も若手社員を中心と
した５Ｓ活動を積極的に行うとともに、直
接部門・間接部門を問わず全社員が一丸と
なり、総合力でより良い製品の開発と品質
の向上を目指し続けて行きます。




